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注：表中の数字は灌漑水 1ml当りのファージ鼠

第10表 1968年 Maha期苗代別発柄調査結果
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以上により本試験場のクレセック症は，苗代感染に

由来すること，苗代感染をファージ量の変動でとらえ

ることがでぎること，苗代位性を灌漑水の汚染してい

ない安全地帯に移すという環境的防除が有効なことを

明らかにした。しかし年によってはファージを検出し

た時にすでにいくつかの本田に移柏が終っている場合

があるので，苗代期間中の農薬散布という積極的防除

法との併用によりさらに完全になろう。
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イ ン ドネシアにおける水稲病害

山 田 昌推

北陸農業試験場

駐在場所： Central Resean:h Institute for Agricul-

ture, Bogor, Indonesia 

駐在期間： 1970年 1 月 6 日~-! 月 1U 

研究協力名： Njoman Oka 

インドネシアの稲作では，今なお無麗肥枚培が多

し、，、 iE確な情報ではなし、が，多少とも施肥をしてしヽる

ク）は栽培面積の2096に及ばなし、由てある＾柄害に対す

る農薬の散布は試験的なものを除し、てはほとんど行な

われてし、ないが，その割には謡外に訥専の発生が少な

し、。これはとりもなおさず梅肥燒が少なし、からであろ

う＾厖肥栽培が比較的晋及している西 Jawaでは一般

に稲の生育が良好で，病害の発生もそれに伴なって多

いようである。これはこの国に認げる稲病古の将来の

姿を示すもののように思えたc
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柄害が局地的には大発生しているにもかかわらず薬

剤防除が行なわれないのは，この1』の農民の貧しさに

よるもので，政治的な方策を期待せねばなら注いであ

ろうっ反面，抵抗性品種による防除には極めて熱心で

あり，新品稲の育成過利で，白葉枯納，条斑細菌位i,

ごま娯枯病，いもち1内，紋柏病，すじ葉柏訥の 6病害

})発牛状況についての調杏かなされている。この順序

ぱ中央農研の各試験地で用いている印刷された調奇用

紙の記入順序であるが，筆店が調査しに範I用でこれら

の病害の重要性を判断ずると，白葉枯，ごま葉柏，す

じ葉柏，条斑細菌，いもち，紋柏という順になろう。

その他， Menthek といわれる病寓があり，また稲麹

訥も各地でみられた。 ＾方，馬鹿苗病や小粒図核病は

発牛していると思われるが，確認はできなかった（，次

に重要病害の発牛状況について個々に述べる。

1 白葉杜病，この国に広く分布し，雨季作水稲納冴

の最も重要なものと考えられるが， SouthKalimantan 

では見出せなかった。 1967年に普及に移されに PBS

(=IRS)は本病に著しく罹納性で，この品系』のある

所，必らず白葉枯病の激発ありといえる状態である。

そのためこの品種の栽培は粋しく少なくなっているっ

同年に導入された PB5 (IR 5) も所によってかなり

発柄しているが，新品種の DewiRatihや Siampatl:t 

かなり強いように思われた。在来品種である Bull

typeの品種は本栢に極強とされているが，中 Jawaの

施肥栽培をしていた地域で 2~3の Bull型品種が著

しく発病しているのをみた0 Bull型にも多肥条件て弱

いものがあることに注息を嬰する CJ ::4、)内の病斑の色が

H本の場合の黄白色に尻なり，橙黄色であることが

注應されたが，一般に indicaである Tjere型の品柿

は，白葉枯に限らず，莱が柏れる際の色が｛登色になる

ように息われた。 -i ーいこ刈し Semr一Japonrca てある

Bull刑の品種の病斑は， H本のもの以j--_に白く感じ

られた。

葉柏型の発糾が一般的で， 菱凋症は少ないが， 四

Jawaの Kunigan試験地では萎謁茄が多発し， HI柏後

-10日の 1本柏の PBSで発病株率が20クりに及んでい

た。萎凋症は新品種で20~25 日の田代期間には見出さ

れず，田柏の 7~10日後から発柄するようである。し

かし在来品種では播種後-10~508の熟苗を 20cm程度

に切りつめて移柏する慣行なので， このことが姜凋症

の発病にどう影評するか検討を要する。惰各が行なっ

た時期は雨期作の開始直後に当るが，雨期の始まる直

伽こ，水利の便のために大きな水路の近くに苗代を設

サ．灌漑水且が増すに従い次第に水路から離れた水田

に移柏が巡むよりであるうこの間行は苗代におげる恥

原菌による汚染を少なくする結呆となり，萎凋杭が認

外に少ない原因のひとつてあろう。

なお， SouthKalimantanで本病を見なかったのは，

この地域には新しい技術の滲透が遅れていて IR系の

品種の導入が始まったばかりで，栽培品種の人部分が

抵抗性の強い在米品種であるためと思われる。

2 ごま菜杜病 全国予る所に認められた。州代期

間が長い上に施肥をしないので，苗代で苗が著しく黄

化してし、ることが多く，そのよりな苗に本肋が多発し

てし、た。施肥改善に伴ない発柄が減少するものと思わ

れる。また特殊な土壌条（↑りために稲がはとんど生百

しない水田を，特に東，中 Jawaでたびたび見たが，

そのような稲にも本病が激発していた。本柄の恥斑は

日本と同様な明瞭な輸郭をもつ桁円形病料の他，長紡

錘形の病斑や，細かし、褐点の集合のようなむしろ褐色

業柏納に似た不明瞭な病斑が多いゎ設初は大いに迷→

てこれらから 1麻の分離を試みたところ，し、ずれもこま

葉枯納菌が分離された。

3 すじ葉枯糾 本病は日木ではマイナーな納害で

あるが， この国では千る所に見出されたで葉には， I] 

本と同様な明瞭な褐条の他に，文脈に挟まれた祁分か

淡褐色に抜けている短かい恥斑がむしろ晋通にみられ

る。後者の病斑は indica型の品種0)もののように思

われるが検討を要する。またこの菌による菜鞘0)褐疫

ゃ，それが1I・.葉々鞘に出た場介の穂の出すくみ，腐敗

も少なくなし、0

4 条斑細菌柄 本納は日本には発生してし、ないも

ので， Xanthomonastransluscens f. sp. oryzaeによ

る。発牛．面積は少なし、が，中，酉 Jawaの数地点で激

発をみた。いずれの場合も PB5に発生が最も多く，

この品稲は高度に罹病性のよりであろへどの激発地て

も最上展開第 1, 2葉にー・斉に発病してし、るのが観察

され，風で妓延するもののように思われた，）施肥栽培

ては多窒素の方が発柄が少ない傾向があった。

5 いもち恥 本柄は一部の地域J_), 特に畑竹稲で

激発を認めたが'--般には旅肥栽培でも應外に少なか

ったっ

6 紋枯病 本訥は一般に発牛．が生なく，発生1削場

でもその中のごく一部にッポ状に発生か限られてし、る

例が多かった。中，四 Jawaの施肥栽培地でかなり J)

発牛をみたが， 日本の場合のよりに下位葉鞘から次弟

に上部に進展するのではなく，ート訃髯恥斑がなくて卜．

部の葉鞘，葉身にのみ柄斑が生じている例が少なくな

く，また江應して凋査したが菌核形成を認められなか
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った。紋柏類似拮とし、うべぎかもしれず，病原菌0)柿 Tungloが合まれていることが IRRIの研究者により

類，生態について (1)研究を要する（？ 明らかにされているが， SouthKalimantanの Barabar 

7 その他の病者 この国では Menthekといわれ 付近で在末品種の Lemoにこれが発牛．しているのをみ

る納害が有名であるが，この名は「小人の廣法使い］ た。 1965年には 5,500haが収穫皆無であったという

びパ豆）士語の由で，近代科学的研究以軌に支えられ ことであったが，この年に1よそれほど激しいものでは

た，種々の類似症状の総称と考えられる。 194:1年に普 ない0 Tunglo を見たのは初めてであったが，下葉か

及に移された Bengawan 以後の品種はし、ずれも高度 ら橙黄色に窒わり，全体に若fこの差縮している。帰途

抵抗性で， この屑，枠は間題にならなくなった， と指導 IRRIで Tunglo として見せられたものと病徴はよく

者層は口を揃えて言りが，実際にば在来品種の栽培が 似てよた。しかし TungloO)納徴は品種により薯しく

まだ多いこともあり、 各所で :V1enthekとし、われるも 異なるとのことなのでさらに検討を要しよう。

U)を見せられた，， このように Ylenthekは要するに稲が牛育しない現

北大の日中明教授らのチームと同行して東 Jawaの 象を指して農民がし、う総称のようで，ウイルスや史素

Ngale試験地や Kebonredjoでみたものは， l:i~20crn 欠乏によるものの他，銀虫や線虫によるものも含まれ

i))苗が，莱鞘が長く艇身は出すくみ，その葉身に中肋 ているようで，今後さらに詳細な検討を要する。

を残して両側にやや水浸状，不明瞭な細かい褐点が多 これらの他にもマイナーな病害が種々認められた

数生じて全体が褐色にみえる勺田植をしたまま生育が が，紙面の都合で削除する。

停止して桔死寸前の状態である（：田中教授によればilli インドネシア国における稲作の生物障害としては第

鉛欠乏症とみられる由であっ久こ。西 Jawaの Tjihea ・・ ・ に野鼠，第二に蚊虫で，この両者についてはかなり

でみ之ものは，上叫I/)ものと児なり茉身の中肋が黄褐 知識も普及しているが，病害については研究者も非常

色で，両側に rustedspotsが 拡 が っ て い る へ 品 種 に少なく，技術者の知識も低し、。謡でもテキスト通り

Dewi Ratihぱ未出穂であったが PB5は出椋してい のことを覚えているが，自分の日で確かめてみる事を

て，穂軸全体が褐変し頸部で折れているものが多し，。 しなし、ようである。この11,]ぱオランダ，米同，西独，

稔実が悪く，料が薄いが不稔ではなし，c 同行の農技研 そして日本の援助競争の場であるようだが，この中で

八木内博いこよれば亜鉛欠乏とは明らかに異なるもり） 日本は，植物防疫の場面で大し，に只献する余地がある

り由であ。)に ように思われた。

Nlenthek とし、われるものの中にウイルス病である

セイロンにおけるトウガラシウイルス病の

診断同定と防除に関する研究

泊ク
ク才 代沿

柏物ウイルス研究所，併（「

熱惜農業研究センクー

駐礼場所： Central Agricultural Research Institute 末が使われてし、る， 1970年の政府発表によれば乾燥ト

Peradeniya, しeylon ウガランとして邦価約 1億 8千万円（人口約 1,000万

性在期間： 1969年10月 6[」 ~19711(10 月 人）を国外から輸入し，一次産品でえた外貨で支払，

当初―ーセイロンにおげる主要作物ウイルス1青））診断 ていた。そこで現バンダラナイケ政府は乾燥トウガ

[rfj応こ閃する研究＿ーをテーマに拭験研究を行なうこと シの輪人を全面的に禁止しf'.l給自足の方針をたてた勺

になってし、たが，派遣直訓になってとくに上記のテー ＾方トウガラシ栽培は規模の大小を間わなげれは全島

マについてり研完を七イロン農業省から要請されこ 至るところで栽培されている トウガラ、ンは用途に

こ承知のよりにセイロン人の常食はカリー｀アンドし よって生食用 (green chilli) ,': カリー用 (drychilli) 

ライスでそり主要な香平料の 1つとしてトウガラシ粉 に分げて栽培される n 第 1図こ示したよパしことくに
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